










































































ル討論が行われた．パネリストは以下の 4 人である． 
・上智大学 理工学部 情報理工学科 教授 田村恭久氏 
・大手前大学  CELL教育研究所 研究員 近藤伸彦氏 
・デジタル・ナレッジ執行役員・ 














育での LA 概況と実践例の中で，PDCFA Method











































 仮説検定など，Ｒ，SPSS，ExcelのPivot Table な
どを使って分析した結果，得られた知見は，昼夜・多
少昼夜型 昼型 夜型に分類し，昼間の学習者（昼型）
はやる気が高い！？学習者へのケアは 8 時～25 時体
制で，昼夜とも専門的ケアが必要であり，夜間は学習
（学生）指導が必要かも？と結論づけている． 








































 図1.1 生徒Bさんへの「ぐんぐんドリル通信」p.3抜粋 
 




































図2.1 AWS（Amazon Web Service）の「Kinesis」の例 








































































































１）Microsoft のテクノロジ  ー
 エンベディッド（組み込み型）を含めた Windows 
OS，フロントエンドとしての Excel，BI（Business 
Intelligence）を含んだ RDBMS としての SQL 
Server 2012 Analysis Services (SSAS)，アドホック






 今までの PC では実現が困難だった分析が，Xeon 




















 図3.1 疾患の発症要因と疾患感受性遺伝子の数 
 
４．ビッグデータが向かう新たな IT の方向[14] 































4.2 考え，学習するマシン：Cognitive Computing 








































































 図5.1 IBM社の成功のための3つのステップと9つの要素 
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